
～

　最終予算額　 （Ａ)

　決　算　額 （Ｂ)

Ｂ(H24はＡ）のうち一般財源

 従事する職員数

 概算人件費 （Ｃ）

　概算事業費　（Ｂ(H24はA)＋Ｃ）

b

■　当面余地なし
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評価区分

内　線

E-mail

担
当
課

11 11

⑤
事
業
の
課
題

判
定
の
説
明

□　横ばい □　減少

⑥
総
合
分
析
等

総合分析
(今後の課題、
取組方針等)

・県内２次医療圏に整備された感染症指定医療機関に対し運営費補助を行っていくとともに、陰圧装置未整備の
病院について整備補助を行う。
・陰圧装置の整備は、導入後の運営費増額要素となる。運営費の増加を最小限に抑えるため、医療機関に対し、
空床の活用等に理解と協力を求めていく。

特記事項

区　分 判　定　・　説　明

事業ニーズの変化

□　余地なし ■　当面余地なし
県の関与を見直す
余地

・新型インフルエンザ等の発生に備えるため、発生早期における
感染症指定医療機関の役割は増加している。
・２次医療圏毎の人口に応じた病床数及び施設設備の整備基準
が国通知等により示されており、県の関与を見直す余地がない。

■　増加

事業改善（有効性・
効率性）の余地

□　余地あり□　余地なし

□　余地あり

1

23年度 24年度（見込）

信州上田医療センターが基準病床数（４床）を満たすことに
なり、これにより、全県の基準病床数が指定完了となった。

（効率指標　算出式）
　概算人件費/補助件数

左記以外のH23年度実績
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83 92

運営費補助（活）

④
事
業
の
成
果

事業の目標(H23) 事業成果・評価

11病院数

③
事
業
実
績

成果指標・活動指標内容 単位 22年度

32,275

期待どおり

指定病床数（成） 床 43

<効率指標(単位当りｺｽﾄ等)>
補助件数1件あたりの概算人
件費
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一類及び二類感染症発生時の入院及び医療体制
を確保するとともに感染症患者に対する良質かつ
適切な医療を提供する。

・第二種病床（３床）新設及び陰圧装置１基の整備を行った。
・１１病院に対して運営費補助を行った。

設備整備補助（簡易陰圧装置）(活） 基 4 1

36,396

0.10

千円 832

千円 38,789

施設及び設備整備への補助
　・第二種病床の自動ドア工事（施設）
　・簡易陰圧装置１基（設備）

運営費への補助
　・第１種指定医療機関（１病院２床）
　・第２種指定医療機関（１１病院４４床）　※補助事業者８件

千円 37,957 31,449 ―

千円

0.10

826 826

千円

23年度 24年度（当初）

18,982 17,79116,303

41,162 32,702 35,570

事業内容
・施設及び設備費補助【国】1/2、【県】1/2
・施設運営費補助【国】1/2、【県】1/2

23年度事業費の主な内訳

②
事
業
コ
ス
ト

区　　分 単位 22年度

　概　算
　人件費

人 0.10

根拠法令等 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

国庫補助事業

①
　
事
 
業
 
の
 
概
 
要
 
等

目　的
(必要性)

第一種感染症指定医療機関（県内１か所）及び第二種感染症指定医療機関（２次医療圏に１か所）を指定し、一類及び二類
感染症発生時の入院及び医療体制を確保するとともに感染症患者に対する良質かつ適切な医療を提供する。

対　象 第一種感染症指定医療機関（県内１か所）及び第二種感染症指定医療機関（２次医療圏に１か所）

目指すべき姿
一類及び二類感染症発生時の入院及び医療体制を確保するとともに感染症患者に対する良質かつ適切な医療を提供す
る。

実施方法

2641

kenko-choju@pref.nagano.lg.jp
事　業　名 感染症指定医療機関対策補助事業

国庫･
県単

県が直接実施

実施期間 H18

平成24年度事務事業評価シート （23年度実施事業分）

事業番号 中期総合計画主要施策番号 3-01 部・課 健康福祉部 健康長寿課04 07 12


